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5－2　予備試験C　T　O　D試験結果（荷重一荷重点変位）
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5－4　本試験CTOD試験体の破面写真（SM490Y　B）

写真3－1a　擬へき開破面（予ひずみ0％材〉

写真3－1b 擬へき開破面（予ひずみ3％材）
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写真3－！c　擬へき開破面（予ひずみ7。5％材）
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　調査結果、今日の橋梁ではSM490Y材が重量比で約50％を占め、SS4

00が30％程度使用されている事が分かった。シャルピー値の規定がある鋼材

（B、C）は33％程度を占めることが分かった。
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表2－7　板厚毎のシャルピー値調査結果（SM490YB）

鋼板板厚 シャ肚。一値（最低～最高） 板枚数 備　考

1了 119　～　295J 19

18 100　～　263J 了3

19 8了　～　286J 106

20 110　～　267J 19

21 95　～　246J 28

22 110　～　2了了J 了6

23 115　～　　2了了J 15

24 130　～　256J 24

25 145　～　　271J 49

26 163　～　266J 16

27 160　～　266J 15

28 155　～　295J 51

29 168　～　2了9J 3 資料不足

30 1了0　～　260J 18

31 160　～ 1 資料不足

32 166～．26了J 24
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　　　　　　　図3－4　C　TOD試験片形状（BS5了62－19了9）

　CTOD試験片への疲労亀裂導入、ならびにCTO　D試験概要については添付

資料参照。

　　　　　　　　　　　　　　　　一50一

CTOD菰騒片

150　　　　400　　　　150
2　　　　　750

一｝
一

150 400 150
2 750 2

M

4、6W

M＝0、25～0、45

　　μ㌍㎞
　κ’一’



3－4　試験結果

　予備試験、本試験結果は以下の通り。

3－4－1予備試験結果

　SM490YB材における、 0％および7、5％歪材の試験結果は以下の通り。

（1）シャルピー試験結果

　　予歪了．5％の歪時効材のVEの落ち幅は、一250C以上において30～40％程

　　度であり一27。C以上で2了．5Jを満たしている。
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（2）CTOD試験結果
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個々のC　T　O　D試験（荷重一荷重点変位）結果は巻末資料参照
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3－4－2　本試験結果

（1）シャルピー試験結果

　シャルピー値においてSM490YBは、素材時のシャルピー値が非常

に低い事もあって、3．0％、7．5％歪では規定値（2了．5J）を満足出来なかった。

SM400Bは、平均的なシャルピー値より低めの材料であったが、歪量

7．5％でも十分規定値を満足した。また、両鋼材とも余歪の増加につれて、

遷移曲線が高温側に移動しており、歪時効による靭性の低下が認められた。
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（2）CTOD試験結果
　　　　　CTOD値の規定値は、図3－13、一14に示す。海洋構造物に関す

　　　　る規定のrAPl　RP2Z」では溶接熱影響部で試験温度一10。Cで0．25mm以

　　　　上を要求しているが、SM400Bはほぼ上回っているが、SM490
　　　　YBは大きく下回った結果となった。またシャルピー試験結果同様に余

　　　　歪の量にしたがって遷移曲線の高温側へのシフトが認められた。なお歪

　　　　時効はシャルピー試験より明確に現れており、両鋼材とも3％歪で靭性

　　　　値が急激に低下し、3～7％での低下率は小さい。
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5－2　予備試験C　TOD試験結果（荷重一荷重点変位）
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｛E累積エネルギー

o 　　　1
　荷重点変位
クリップゲージ変位

2
（mm）

［dB2〕

4000

［dB1

50

40

20

3
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荷　3

重

（t）

2

1

0

クリップゲージ変位

荷重点変位

置験片酊o．B3　予歪・眺　温度・一50℃

0 　　　　1
　荷重点変位
クリップゲージ変位

2
（mm）

3

荷　3

重

（【）

2

1

0

ク1ノップゲージ変位

試験片No，B6　予歪・O％　温度・一50℃

荷重点変位

0 　　　　1
　荷重点変位
クリップゲージ変位

2
（mm）

3
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5－3　本試験C　T　OD試験結果　　（荷重一荷重点変位）

蜜
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o

　　　　　　　　　　20℃
　　　　　　　　　　、
、1。℃’匹，一〆バヘ
　　　　　　　4一一「！〆　　〆戸ノ

0 1 　　　　2　　　　　3
クリップゲージ変位　（mm）

4

何、）

璽

（t）

’
、

）

」

1

0

　ヘド

　　　　　　予歪0％

　　　　　一

　　　　　　　　　＼

o 　　　　1
クリップゲージ変位　（mm）

2
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5－4　本試験CTOD試験体の破面写真（SM490YB）

写真3－1a　擬へき開破面（予ひずみ0％材）

写真3－1b 擬へき開破面（予ひずみ3％材）
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